
令和6年度キャリア教育年間指導計画（全体計画）様式１ 制課程都立 小笠原高等 学校 全日

○学校の教育目標 ○前年度のキャリア教育における成果と課題

①自主と自律　②感謝と共存　③礼儀と信頼

(成果)
・奉仕体験活動や進路講演会、上級学校訪問等を通し様々な学問観、勤労観を育んだ。
・興味や関心を広げ、進学・就職準備、資格取得の支援をした。
(課題)
・卒業後の進路を選択するのに必要な知識と情報を、より早い段階で提供し、早期の進路選
択と十分な準備期間の確保につなげる。

○生徒の現状 ○目指すべき生徒の姿 ○キャリア教育の目標

・島で唯一の小規模な高等学校であり、限定された教育的環境を最大限に生かしながら生活してい
る。
・小中高を通して所属集団の変化が少なく、環境変化をきっかけとした自己の変革が難しい。
・学習面において、小集団における相対的な位置が固定しがちである。
・自ら問題を発見し、自主的・自発的に問題を解決する能力、態度を育成する必要がある。
・多種多様な職業に触れる機会が限定的であり、キャリア教育に一層の工夫が必要である。

・規範意識と他者を大切にする精神を持ち、様々な場面にお
いて、リーダーとして活躍できる生徒
・郷土に感謝し、自然と共存する意義を学ぶことができる生
徒
・自分自身の理解と進路の選択肢の知識を深め、その実現
に向けて努力を継続できる生徒

・自分の役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参加する能力、
自らの思考や感情を律し、進んで学ぼうとする力を育成する。
・課題を発見・分析し、適切な計画を立てて解決できる力を育成する。
・様々な学問観、勤労観に触れ、多様な生き方に関する情報を取捨選
択・活用し、自ら主体的に判断してキャリアを形成していく力を育成す
る。

○系統的計画的な取組の内容 ○キャリア教育の推進組織 進路指導部

４年 育成
能力 具体的な連携先（その内容）
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社会貢献活動
外部模擬試験の校内実施
進路オリエンテーション
社会的・職業的自立支援教育プロ
グラム事業への参加
上級学校訪問
選択科目ガイダンス
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④
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社会貢献活動
面接練習
外部模擬試験の校内実施
進路ガイダンス
上級学校訪問
選択科目ガイダンス
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社会貢献活動
面接練習
外部模擬試験の校内実施
進路ガイダンス
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・自然環境研究センター（兄島環境学習）
・小笠原野生生物研究会（外来種駆除ボランティア）
・小笠原海洋島研究会（社会貢献活動・海岸清掃）
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・上級学校（修学旅行・長期休業期間を活用した上級学校訪問）
・小笠原小学校中学校（小中高連合運動会、ロードレース大会、実用英語技能検定）
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・環境省自然保護官事務所（兄島環境学習）
・小笠原諸島森林生態系保全センター（兄島環境学習）
・東京都小笠原支庁（兄島環境学習）
・小笠原村選挙管理委員会（主権者教育）
・海上自衛隊（海岸清掃）
・海上保安庁（ウインドサーフィン大会）
・小笠原警察（交通安全教室）
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ペア・グループ学習の実施
スピーチ・プレゼンテーションの実
施
講習・補習の充実（各科）
情報活用能力の育成
課題解決型学習
資格取得のための指導

①
①
②
③
③
④

ペア・グループ学習の実施
スピーチ・プレゼンテーションの実
施
講習・補習の充実（各科）
情報活用能力の育成
課題解決型学習
資格取得のための指導

①
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ペア・グループ学習の実施
スピーチ・プレゼンテーションの実
施
講習・補習の充実（各科）
情報活用能力の育成
課題解決型学習
資格取得のための指導

①
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④

委員会活動の充実
部活動の充実
ウインドサーフィン大会
文化祭・運動会の実施

①
②
②
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・小笠原ダイビングセンター（ウインドサーフィン大会）
・生協（赤い羽根募金活動）
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環境保護活動（兄島環境学習）
進路学習

③
④
進路学習 ④

・卒業生（進路活動体験報告会）
特
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委員会活動の充実
部活動の充実
ウインドサーフィン大会
文化祭・運動会の実施
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②
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委員会活動の充実
部活動の充実
ウインドサーフィン大会
文化祭・運動会の実施
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